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１．はじめに  

 積雪寒冷地の道路橋では，冬季に散布される凍結防止剤（NaClや CaCl2）を含む塩水が車両の走行による巻上げ

で飛散したり，伸縮装置から漏水したりして，コンクリート構造物に塩害による劣化が生じていることが多い．1）

これまで塗装された鋼橋では，桁を水で洗浄すると付着塩分がほぼ完全に除去されることが確認されている．2）コ

ンクリート橋においても同様に，付着塩分除去による塩害の抑制を期待し，凍結防止剤散布が終了する時期に水洗

いによる洗浄を行った橋梁の洗浄効果を調査，検証した． 

２．対象橋梁 

 調査対象構造物は，名神高速道路 彦根 IC～八日市 IC間に位置するコンクリート橋で，昭和 39年 4月の供用後，

約 45年経過している．本地域は，冬季に冬型の気圧配置になると雪雲の通り道となり，降雪日が多く，全国の高速

道路中でも凍結防止剤の散布量が多い地域の一つである． 

３．洗浄方法 

調査対象とした橋梁で行われた洗浄方法は，以下のと

おりである． 

・洗浄時期・・・平成 16年～20年，毎年 4月に 1回 

・洗浄水，水圧・・・水道水（常温），約 10MPa 

・洗浄時間・・・1部位あたり 10～20秒程度 

・洗浄範囲・・・伸縮装置の前後約 5m 

洗浄の範囲，状況を写真 1に示す． 

４．調査方法 

（1）付着塩分量 

桁の洗浄を行う前後に，桁の付着塩分量を測定した．

測定方法は，測定箇所を純水で湿らせたガーゼで拭取り，純水を入れたビーカーに付着塩分を拭取ったガーゼを浸

して塩分を抽出し，水溶液の塩化物イオン量を測定した．測定箇所は，図 1に示す A～Fの 6箇所とした． 

（2）コンクリート中の塩化物イオン濃度 

桁の洗浄時に，桁の一部をマスキングした未洗浄部を設け，洗浄部との比較が行えるようにした．コンクリート

表面から小径コアを採取し，深さ 0～20mm，20～40mmの部分の可溶性塩化物イオン濃度を測定した．測定箇所は

図 1の D，Eの 2箇所とした． 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査箇所の概要 
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写真 1 洗浄の範囲，状況 
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５．調査結果 

（1）付着塩分量 

 付着塩分量の測定結果を図 2 に示す．

調査年度により測定値が大きくばらつき，

洗浄の前後において付着塩分量が明確に

低減するとは言い難い．この理由として

は，付着塩分の採取方法にばらつきがあ

ることや洗浄水によりコンクリート表面

近傍付近の塩化物イオンが表面へ析出さ

れたことなどが考えられる． 

（2）コンクリート中の塩化物イオン濃度 

 コンクリート中の可溶性塩化物イオン

濃度の測定結果を図 3，図 4に示す． 

 未洗浄部と洗浄部を比較すると，可溶性

塩化物イオン濃度はコンクリート表面か

ら深さ 0～20mmの部分では，いずれも洗

浄部が小さいが，深さ 20～40mm の部分

では，明確でない．また，測定箇所別の結

果を比較すると，塩化物イオン濃度が高

い方が塩化物イオンの低減が明確である． 

６．まとめ 

今回の洗浄方法による塩化物イオンの低減効果は，コンクリート表面から深さ 20mmの範囲ではいくらか見られ

るが，鉄筋位置に相当する深さ 20～40mmの範囲では，明確に見られない．今後，洗浄効果を上げるためには，洗

浄を行う頻度や時期の見直し，表面被覆材や表面含浸材との併用など，洗浄方法の改善が必要である． 
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図 3 可溶性塩化物イオン量の測定結果（深さ 0～20mm） 

図 2 付着塩分量の測定結果 

図 4 可溶性塩化物イオン量の測定結果（深さ 20～40mm） 
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